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はじめに

　本報告書は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説

明責任を果たしていくために、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第２６条の規定に基づき、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、学識経験者の意見を付してその

結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表す

るものです。

- １ -



- 2 - 
 

所   見 

 

 大村市教育委員会の令和５年度点検・評価報告書（令和４年度事業分）について概要説

明を受け、ヒアリングを行ったので、その所見を述べさせていただきます。 

 

【評価できる点】 

１ 小・中学校教育用コンピュータ活用事業及び小・中学校教育用ＩＣＴ機器活用事業を

統合した小・中学校教育用ＩＣＴ環境整備事業については、小・中学校教育用コンピュ

ータの環境が整備された中で、ＩＣＴ機器を活用した市全体の授業改善の推進や学力向

上が期待でき、将来における新たな個に応じた教育の進展においても大変評価できる。 

 

２ 英語力向上対策事業については、１２人のＡＬＴを配置し、小中学校教育だけでなく、

広く公立幼稚園・保育所・こども園などの子ども達へ外国人と接する学習場面を提供し、

実体験を通した英語のコミュニケーション能力を育成することで、言語や異文化に対す

る理解を深めることができ評価できる。 

 

３ 教員補助員派遣事業については、学力向上・低学年への指導、特別支援学級への支援

など、補助員の適正な配置によって、個々の児童生徒への対応ができており、学級集団

の学力向上に効果的であり、評価できる。 

 

４ 学校適応指導教室運営事業、大村市心の教室相談員配置事業及び心のケア充実対策事

業については、「あおば教室」や「Ｃｏｎｎｅ（コンネ）」による不登校の対応や、「心の

教室相談員」を全中学校及び小学校１９校に配置し、児童生徒の心の安定を図るととも

に、スクールソーシャルワーカーの配置により児童生徒だけでなく保護者への対応も図

られており、評価できる。 

  

５ 小・中学校施設長寿命化計画推進事業については、具体的に改築及び改良工事がスタ

ートし、ハード面における教育環境の充実を図ることで、快適な学習環境による教育効

果が期待でき、評価できる。 

 

６ 奨学金事業の給付型奨学金については、夢を叶える能力はあっても、家庭の経済的事

情で断念せざるを得なかった子ども達を支援するため、学業のみならずスポ－ツ、文化

芸術分野、さらに海外留学を対象とするよう拡充されたことで、子ども達の明るい未来

の創造とともに、素晴らしい人材を大村から発掘できる基盤となることが期待でき評価

できる。 

 

７ 学校給食助成事業については、安全・安心で良質な学校給食物資を適正価格で一括購

入し、円滑な学校給食が実施できており、評価できる。また、学校給食管理事業の給食

費の滞納対策については、市の徴収システムを導入することで滞納額の縮減に効果を上

げていることも評価できる。 
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８ 歴史資料館管理運営事業については、ミライｏｎ内に設置され、大村に関する歴史的

資料の新たな発掘を通して、展示や資料閲覧・講座など歴史情報を発信し、地域の歴史

の理解を深めることができており、評価できる。 

 

９ 子ども芸術文化活動事業及び音楽があふれるまちづくり事業については、大村市文化・

スポーツ振興財団の企画運営を通して、組織的に長崎ＯＭＵＲＡ室内合奏団を軸に、子

ども達や市民が生の芸術に参加することで、情操教育に寄与でき、評価できる。また「豊

かな音楽の流れるまちおおむら」となる基盤が確立できたことで、特色のある日本一の

まちづくりを目指した事業に期待できる。 

 

10 成人式開催事業については、将来、大村市の若人の活力を活かすため重要な行事であ

る。コロナ禍が徐々に収まる中で、対面方式や手指消毒などの感染防止対策を創意工夫

された中で実施できたことは、評価できる。 

 

11 健全育成協議会支援事業については、多くの子ども達が気軽なコミュニケ－ションツ

－ルとして SNSを利用しており、ネットいじめ、不適切な投稿や情報発信、ネット上の

掲示板などを通じて知らない人と出会ってトラブルに巻き込まれる事件などが後を絶た

ないことから、メディア安全指導員の活用は非常に重要である。メディア安全指導講習

会の実績は、令和３年度が３２回（延べ 4,811 人参加）、 令和４年度が２０回（延べ 3,994

人参加）と減少しているものの、担当課のメディア対策の必要性や意識の高まりを感じ

ており、今後の期待も含め、評価できる。 

 

12 図書館管理運営事業については、充実した図書環境を広く市民が直接見聞し、ミライ

ｏｎ図書館の魅力を知ってもらうため、夏休みの子ども向け講演会や、ギャラリーや芝

生広場等の施設空間を活用したイベントの開催など、独自の創意工夫をされ、利用者の

増員に努力されていることは、評価できる。 

 

13 おおむらデジタルライブラリー事業については、県立図書館と共同し、ミライｏｎ図

書館情報システムを活用した電子書籍サービスの整備により、来館することなく図書の

閲覧ができるようになることで利用者の増加が見込まれることは、評価できる。 

 

 

【改善を要する点】 

１ 我が国は資源が乏しい国であるが、ＧＮＩ（国民総所得）は世界トップクラスである。

その根拠は、日本人の高い教育を受けた人材や技術、勤勉性に基づく組織力などの知的

資源があるからだと考える。それを継続させるには、いかに知的資源を開発するかであ

り、そのため教育にかける期待は大きく、教育にかける投資は重要である。 

  大村市の現状においては、スポーツ面では、陸上競技をはじめ、野球、ソフトボール、

バレーボールなど多くの競技において、国内外での活躍を見せる選手達が増加している。





１　教育委員会及び教育委員の活動

　例年は、市町村教育委員会研究大会や研修会に出席し、
教育委員の資質向上を図っているが、令和４年度は令和３
年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止のため、大会自体が中止となったものもあった。
　ただし、その代替として開催されたオンラインでの研修
会に参加した。

・長崎県市町村教育委員会連絡協議会研修会（諫早市）
【中止】
・市町村教育委員会教育長・教育委員研究協議会（長崎
市）　３人
・九州地区市町村教育委員会研修大会（福岡市）【中止】
・市町村教育委員会オンライン研修　延べ７人

　教育長は事務局の長として常日頃から市長・副市長との
連携を図っている。

　教育委員と市長との総合教育会議を４回実施した。

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染対策を
講じながら、研究発表会、運動会、卒業式等、各小中学
校・幼稚園の行事へ積極的に参加した。

　学校訪問回数　２２回（令和３年度７回）

　例年は、学校以外の施設への訪問、行事参加を積極的に
行っているが、令和３年度は令和２年度に引き続き、新型
コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、参加が減っ
た。

　その他教育功労表彰等行事参加　１０回（令和３年度７
回）

（２）教育委員会と事務局との連携

点検・評価のコメント

活動内容等

　毎月１回の定例会を開催し、審議が必要な事項は漏れな
く行われている。

　定例会を１２回開催した。

　定例教育委員会の会議の開催日時・場所等を市のホーム
ページや広報紙に掲載するとともに、議事録についても市
のホームページへ掲載し、積極的な情報発信を行ってい
る。

　傍聴者１人

　必要な情報提供や議案等の会議資料は事前送付を行うよ
うに努めており、教育委員と事務局の連携は図れている。

　議案を事前に送付することで、十分な審議ができるよう
努めている。また、議案以外の事項についても委員と協議
を行い業務を遂行している。

（３）教育委員会と市長との連携

（４）教育機関
等との連携

ア　学校への訪問

イ　その他施設への
訪問、行事参加等

（５）教育委員の自己研鑽

第１　教育委員会の活動及び管理執行事務

項　目

（１）教育委員
会会議の運営及
び情報発信

ア　会議の開催回数

イ　議事録の公開、
広報、公聴活動の状
況
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第２　教育委員会が管理又は執行する事務

（７）教育委員会規則その他重要
な規定の制定又は改廃

　教職員の人事内申に係る決定（令和５年２月定例会）

　任免その他人事については、定例会において審議し決定し
ている。

　事務局職員の人事に係る決定（令和４年９月及び令和５年
３月定例会）

（９）重要な教育財産の取得及び
処分の意見の申出

（11）教科用図書の採択

　必要な規則改正等については、漏れなく審議している。

　１件

　なし

　なし

　なし

　必要な案件は漏れなく審議している。

　必要な案件は漏れなく審議している。

　１件

　規則等の制定・改廃 ６件

点検・評価のコメント

活動内容等

　大村市教育振興基本計画に基づき、大村市の教育方針及び
重点目標を決定している。

　重点目標の決定（令和５年３月定例会）

　なし

　任免その他進退に係る内申については、定例会において審
議し決定している。

　必要な案件は漏れなく審議している。

　その他　１件    計　９件

　条例  ２件、予算（当初） １件、予算（補正） ５件

項　目

（１）学校教育又は社会教育に関
する一般方針の決定

（２）学校その他の教育機関の設
置及び廃止の決定

（４）県費負担教職員の任免、懲
戒その他の進退の内申

（５）職員及び指導主事(県費負担
教職員を除く。)の任免その他人事
(次号の分限及び懲戒を除く。)

（３）地方教育行政の組織及び運
営に関する法律(昭和31年法律第62
号。)第27条及び第29条に規定する
意見の申出

（６）職員(県費負担教職員を除
く。)の分限及び懲戒

（10）請願、陳情、訴訟及び和解

（８）学校その他教育機関の敷
地、建物の設定又は変更
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点検・評価のコメント

活動内容等
項　目

　委員の任命・委嘱の議案　５件

　なし

（14）事務の管理及び執行の状況
の点検及び評価並びにその公表

（15）教育委員会が行う表彰の被
表彰者の決定

　教育功労被表彰者について、定例会において審議し決定し
ている。

　教育功労被表彰者の決定（令和４年９月定例会）

　なし

（12）法令に定めのある付属機関
の委員を任命し、又は委嘱するこ
と

（13）通学区域の設定及び変更

（16）文化財の指定及び解除

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定に
基づき実施している。

・令和４年１１月　市議会へ報告
・令和４年１１月　報告書を市ホームページに掲載

　各種委員会の委員の任命又は委嘱について、定例会におい
て審議し決定している。
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【基本目標１】　人を育むまち

(1)巡回補導事業

【社会教育課】

(1)放課後子ども教室推進
事業

【社会教育課】

(2)幼稚園運営事業

・幼稚園園舎等整備　維持補修件数　 0件

　【こども政策課】
・幼稚園運営事業費　

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を

育
む
教
育
の
充
実

幼
児
教
育
の
充
実

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

【令和４年度事業実施分】

　公立幼稚園施設の維持管理や保育事業の実施など、適正な幼稚
園の運営を行っている。
　なお、令和４年度末をもって、全ての公立幼稚園を閉園したた
め、当事業は令和４年度をもって終了した。

9,939,051円

　青少年の非行防止のため、愛の声かけを中心とした補導活動を
実施している。
　また、市内の中学校・高校・駅前駐輪場において、毎月、自転
車の施錠調査を実施し、二重ロックの推進を図っている。

　14地区で毎月2回の定期補導、8月の花火大会・夏越まつり開催
時に特別補導を実施した。また、新任研修会、全員研修会を開催
した。

　補導活動　　　　延べ1,110人参加
　各種研修会　　　全員研修会2回、新任研修会1回
　決算額　　　　　1,900,940円

子
育
て
を
支
え
る
環
境
の
充
実

　放課後や週末等の子どもたちの安全・安心な居場所を確保する
ため、小学校の余裕教室や野外教室等を活用して、宿題、読書、
昔遊び、野外体験活動等の取組を実施した。

　三浦野性の森放課後子ども教室      開催24日  登録者25人
　松原宿寺子屋塾　　　　　　　　　　開催 3日　登録者34人
　中央小放課後子ども教室　　　　　  開催29日  登録者19人
　鈴田小放課後子ども教室　　　　　　開催31日　登録者 6人
　三浦小放課後子ども教室　　　　　  開催25日　登録者11人
　黒木小放課後子ども教室　　　　　　開催26日　登録者21人
　竹松小放課後子ども教室            開催22日　登録者32人
　松原小英会話放課後子ども教室      開催19日　登録者27人
　旭が丘小放課後子ども教室　　　    開催29日　登録者23人
　英語学習放課後子ども教室          開催 7日　登録者11人
　玖島中学校ＯＭＵＲＡ未来塾　　　　開催63日　登録者17人
　西大村中学校ＯＭＵＲＡ未来塾　　　開催58日　登録者25人
            計　　　　　　　　　　 開催336日　登録者251人

　※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や台風、大雪等の
ため、開催日数が減った教室があった。また、松原宿寺子屋塾放
課後子ども教室はオンライン開催とした。
　決算額　5,268,735円

子
育
て
と
支
援
の
両
立
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(1)小・中学校管理事業

・小学校管理事業費

　【学校教育課】 ・中学校管理事業費　

(2)教育ICT環境整備事業

・小学校

【学校教育課】 ・中学校

(3)小・中学校災害共済給
付事業

・給付件数（小学校　530件：中学校　201件）

・給付金額（小学校4,535,389円：中学校5,274,229円）

(4)小・中学校教材等整備
事業

・学校図書蔵書率（小学校 90.7％：中学校 107.4％）　

【学校教育課】 ・理科設備整備率（小学校 70.5％：中学校  84.7％）

(5)小・中学校就学援助事
業

認定件数（準要保護＋要保護）

【学校教育課】
　小学校 808人　　中学校 492人

　学力向上につなげる授業改善を進める方策として、各学校にお
けるICT機器を活用した授業の実践は不可欠である。取組事例を共
有することによって、市全体の授業改善の推進や学力向上が期待
できる。

【学校教育課】

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

133,038,368円

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

　「教育の機会均等」の観点から、経済的理由により就学困難な
児童生徒の保護者に対し、学用品費・給食費等必要な援助を行
い、保護者の負担を軽減することで、教育の機会均等を図ってい
る。

　教科学習における教材整備は、基礎・基本的な学習理解を助
け、確かな学習能力を身に付けさせるうえで重要であり、その充
実は不可欠である。

　独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付金制度
に加入し、学校管理下で起こった児童生徒のけが等の治療にかか
わる保護者の負担を軽減している。

77,548,743円

68,169,740円

　学校の施設設備の維持管理のため、各学校へ予算を配当してい
る。各学校へ配当された予算は、学校の経常的な維持管理を行う
経費であり、良好な教育環境を継続的に提供していくため有効に
執行されており、適正な学校の運営管理を行っている。

30,471,697円
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(6)子ども読書活動推進事
業

・図書貸出実績　　　　576,293冊

(7)特別支援教育推進事業

【学校教育課】

(8)英語力向上対策事業

【学校教育課】

(9)学校経営研究事業

【学校教育課】

(10)教員補助員派遣事業

【学校教育課】

　学校司書を配置し、蔵書整備や学習センターとしての機能の充
実等、本と子どもをつなぐ取組を実施する。また、学校図書館
ネットワークシステムを活用し、利用しやすい図書館づくりを行
う。

　12人のＡＬＴを全小・中学校へ配置し、英会話による授業や英
語活動を行った。
　市内公立幼稚園・保育所・こども園を訪問し、早期に英語や異
文化に触れる機会を作った。

　令和２年度まで開催していたチャレンジド行事は、特別支援学
級在籍児童生徒数の増加やインクルーシブ教育の理念等を総合的
に勘案して取りやめ、令和３年度からは各中学校区における取組
を充実させている。

※インクルーシブ教育…子ども一人ひとりが多様であることを前
提に、障害の有無にかかわらず、適切な支援を受けながら学ぶこ
とができるという教育理念である。

　事業の継続により、各校においては有効に予算が活用され、特
色ある教育活動が展開されている。

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

　支援を要する児童生徒の在籍する学校に補助員を配置する。

・各種補助員等　54人配置

　学校司書が配置されたことにより、子どもの読書冊数が大幅に
増加し、読書活動の推進が図られた。また、学校図書館ネット
ワークシステムの活用により、利用しやすい図書館づくりができ
ている。

　学級経営・指定研究・総合学習・特別活動の4分野について、学
校の実状に合わせた特色ある学校経営を推進する。

【学校教育課】

　配慮を要する児童生徒一人ひとりへの対応が可能となるととも
に、学級集団が授業へ集中する時間を確保することができ､学級全
体の学力向上を図る上で効果がある。

　小・中学校の授業でＡＬＴ（外国語指導助手）を活用すること
により、外国人と接する学習場面を設定できるとともに、外国語
を用いてコミュニケーションを図る楽しさを体験したり、言語や
文化に対する理解を深めることができている。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(11)教職員研修事業

【学校教育課】

(12)就学教育相談事業

【学校教育課】

(13)就学時健康診断事業

【学校教育課】

【学校教育課】

（15）小学校体育大会開催
事業

【学校教育課】

（16）小中学生文化振興事
業

【学校教育課】

　就学相談事業の充実により、児童の適正な就学が図られてい
る。

　就学児童の障害の種類や程度について実態を把握するととも
に、保護者の悩みや不安、要望等について就学相談を行う。

・就学相談回数　298回

　要配慮児童の早期把握や入学後の児童の健康管理等において貴
重な資料となっている。

　就学予定児童の心身の状況を把握する就学時健康診断を行う。

　市内小学校児童生徒及び教職員の健康の保持増進を図るために
健康診断を実施する。

　児童生徒が、お互いの合唱や演奏を鑑賞したり、絵画や版画及
び工芸等の作品にふれたりすることは、情操を培うことにつなが
り、豊かな心を育成していくうえで非常に大切である。

　令和３年度の市内体育祭は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止のため中止した。

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

　小学校児童の体育の振興や他校児童との交流等の成果をあげて
いる。

・受診者数　  1,024人

（小学校）健康診断受診者数　9,382人　・受診率　100％
（中学校）健康診断受診者数　4,956人　・受診率　100％

・中学校美術作品展への参加者数　約400人
・小学校音楽会参加者数　1,027人
・中音楽会参加者数　　　1,042人

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

　研修会の開催が教職員全体の意識の高揚につながっており、そ
の資質向上に大いに寄与している。

　小学校教育研究会・中学校教育研究会・校長会・教頭会に対
し、研修の助成を行う。

・校長会、教頭会、教諭等研修会数　　30回

　市内小学生の体育の充実・発展及び心身の健全な発達等を図る
ため、市内体育祭を実施する。

・受診率　　　 99.6％

　学校教育法及び学校保健安全法に基づき実施している。(14)小・中学校健康管理支
援事業

　市内音楽会、中学校美術作品展の開催を実施する。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(17)中学校体育大会開催
事業（市中総体）

【学校教育課】

（18）中学校体育大会開催
事業（県中総体）

【学校教育課】

（19）保健推進事業

【学校教育課】

(20)小中連携・一貫教育事
業

【学校教育課】

(1)小・中学校遠距離通学
対策事業

【学校教育課】

(2)大村市心の教室相談員
配置事業

【学校教育課】

(3)心のケア充実対策事業

【学校教育課】

　県中学校総合体育大会に市内大会を経て代表となった選手の輸
送費、練習費を助成する。

　各部会ごとの研修や実践発表等により、学校保健活動の充実が
図られた。

　スクール・ソーシャル・ワーカーを教育委員会に配置し、児童
生徒・保護者・教職員の相談等にあたる。

　県中学校総合体育大会に市の代表として参加することにより、
生徒の運動部活動の充実・発展や競技力向上につながっている。

　中学校生徒の体育の振興、体力向上等の成果をあげている。

　市内中学生の体育や部活動の充実・発展及び心身の健全な発達
等を図るため、各種体育大会（中学校総合体育大会・駅伝大会・
新人大会）を開催する。

・小中連携活動費による６中学校区の連携推進
・あすチャレ！スクール…中止

　各中学校区において、小学校と中学校の連携を進め、各校の教
育課題改善のための活動及び特色ある学校づくりを実施してい
る。

　不登校対策を一層推進していくためにはその予防に努めること
が何よりも重要であり、その意味で非常に必要性が高い事業であ
る。

　心に悩みを抱える児童生徒の気軽な相談相手として「心の教室
相談員」を全中学校と小学校13校、合せて19校に配置し、児童生
徒の心の安定を図る。

・小学校 137人　内訳(100％補助 80人、75％補助 57人）
　　　　　※100％補助に特別転入学児童9人及び
　　　　　　武留路地区乗合タクシー利用児童6人を含む。
・中学校  95人　内訳(100％補助 84人、75％補助 11人)

・運動部入部者数　　1,931人

教
育
環
境
の
充
実

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

　不登校対策をはじめ、複雑・多様化する生徒指導上の問題、課
題を抱える保護者への対応など、スクール・ソーシャル・ワー
カー（ＳＳＷ）の存在は、大村市の教育相談体制に欠かせないも
のである。

・夏季大会出場者数　424人
・秋季大会出場者数　 34人

　遠距離通学児童生徒の保護者の負担軽減を図るとともに安心安
全な通学を確保している。また、市単独事業として小学校は３㎞
以上４㎞未満、中学校は５㎞以上６㎞未満の児童生徒についても
通学費の75％を補助している。

　学校保健活動の充実を図るため、大村市学校保健会に活動費を
助成する。
・保健推進部会　10回（養護部会８回＋保健主事部会２回）
・参加率　　　　100％
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(4)学校適応指導教室運営
事業

【学校教育課】

(5)小・中学校管理事業

【教育総務課】

(6)小・中学校校舎等整備
事業

【教育総務課】

(7)小・中学校施設長寿命
化計画推進事業

【教育総務課】

(8)奨学金事業

【教育総務課】

・教室長、指導主事、教育相談員、補助指導員等による集団活動
や学習指導をとおして、学校や集団活動に適応できる規則正しい
生活や社会性を育成する。
・サポートスタッフが子どもの特性に応じたアドバイスを行い、
社会的自立を目指して力を付けさせている。

　本市の学校施設は、築30年以上を経過する建物が全体の８割を
占めており、設備も含めて老朽化が進行しているため、「大村市
学校施設長寿命化計画」に基づき、改築、長寿命化改良工事等を
行い、教育環境の充実を図っている。

・貸与者数　高校等　 9人　大学等　16人
・給付者数　大学　　 1人（外国の大学等　文化芸術分野）

　貯水槽清掃委託、警備委託等

　維持補修件数
　　小学校　　195件　、　中学校　　　84件

　学校施設の延命化及び教育環境の維持管理のためには日常の点
検及び定期的な維持補修が必要であり、緊急的な補修及び学校現
場からの要望に対し必要に応じて施設の維持補修を行った。

23,329,982円

12,642,171円

・小学校

・中学校

　改築、長寿命化改良工事に係る実施設計業務委託等を行った。
・福重小学校改築工事実施設計業務委託
・放虎原小学校長寿命化改良工事実施設計業務委託
・鈴田小学校大規模改造工事実施設計業務委託
・西大村中学校屋内運動場改築工事実施設計業務委託
・西大村中学校屋内運動場解体工事設計業務委託
・郡中学校武道場大規模改造工事実施設計業務委託
・耐力度調査業務委託（三城小、旭が丘小、郡中）
・アスベスト調査業務委託（鈴田小、郡中）

　教育の機会均等化と、有為な人材を育成して教育の振興に寄与
することを目的として奨学金の貸与を行った。
　また、令和４年度から学業だけでなく、スポーツ及び文化芸術
分野並びにそれらの分野の海外留学を対象とするよう制度を拡充
した給付型奨学金については、海外留学（文化芸術分野）で１人
採用した。

　学校財産の適正な維持管理のために必要な保守点検等を行っ
た。

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

教
育
環
境
の
充
実

・あおば教室は、不登校児童生徒の心的ケア及び学習を保障する
場であり、学校復帰への大きなステップになっている。
・令和２年９月に開設した小・中学生サポートルームConne（コン
ネ）は、学校へ行けない児童生徒の居場所として大きな役割を果
たしている。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(9)学校給食管理事業

【教育総務課
（学校給食センター）】

(10)学校給食助成事業

【教育総務課
（学校給食センター）】

豊
か
な
学
力
と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
充
実

教
育
環
境
の
充
実

　児童生徒が学校給食を通じ、適切な栄養摂取により健康を保持
増進するとともに、正しい食習慣と食生活を理解するよう努めて
いる。
　高度な衛生基準に基づく最新の設備により安全・安心な学校給
食を毎日提供し、残食率も低い。
　食物アレルギー対応については、「学校給食における食物アレ
ルギー対応の手引き」に基づき実施している。また、定期的にア
レルギー対応委員会を開催し、手順等の検証を行うことで、より
一層安全・安心な運用を図っている。

　市内の市立幼稚園・小学校・中学校に給食を提供した。

市立幼稚園（3園）
・給食実施日数　163日/年
・食数　約40食/日

小学校（15校）
・給食実施日数　193日/年
・食数　約6,880食/日
・鶏卵アレルギー対応の代替食・除去食の提供　41人

中学校（6校）
・給食実施日数　189日/年
・食数　約3,180食/日
・鶏卵アレルギー対応の代替食・除去食の提供　6人

・学校給食会補助金　10,464,590円

　理事長及び職員３名分の給料、手当、社会保険料等

　学校給食会は、安全・安心で良質な学校給食物資を適正価格で
一括購入している。
　同会に対し運営を支援するため、人件費等に相当する補助金を
交付している。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(1)文化財管理事業

【文化振興課】

(2)市内遺跡発掘調査事業

【文化振興課】

(3)三城城跡保存整備事業

【文化振興課】

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

文
化
財
の
保
護
・
活
用
・
継
承

　城の周知を図るとともに、周辺住民に遺跡を身近に感じてもら
うため、三城城跡先行買収地の除草等を地元町内会に委託した。

　開発に伴う遺跡照会に対応し、保護の調整、必要に応じて確認
調査を実施し、遺跡を適切に保護することができた。
　昨年度から遺跡照会件数は大幅に増加している。大規模開発も
依然増加傾向にある。

　戦国時代の大村氏居城である三城城の跡地は歴史のまち大村に
とって重要な史跡であり、その保存を図り歴史教育や観光資源と
して活用する。
　三城城跡の国指定を目指すとともに、開発公社で先行買収した
曲輪Ⅱを城跡の保存整備の核に位置づける。
　買収した土地は、一年を通じた除草・清掃作業によって環境が
保全されるとともに、周辺住民が活用することで、城跡に慣れ親
しんでいる。

遺跡該当照会件数　905件（うち遺跡該当183件）
遺跡該当中の開発件数　199件（確認調査15件、慎重工事171件、
立会調査13件）
確認調査15件分の調査面積805.9㎡（R3年度20件684.9㎡）

　指定文化財の除草・清掃など維持管理を行い、文化財の適切な
保護に努めた。

　大村市の歴史の証しである貴重な文化財を保護し、後世へ継承
するため、大村純忠史跡公園などの指定文化財地の除草・清掃な
どの維持管理を行う。
　文化財の保護を図るため、文化財審議会を開催して指導・助言
を得る。
　指定文化財の管理者に、維持管理に関する経費の補助を行う。

・国・県・市指定文化財数　 55件
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(4)民俗芸能保存事業

【文化振興課】

(5)旧楠本正隆屋敷管理運
営事業

【文化振興課】

(6)歴史資料館管理運営事
業

【文化振興課】

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

　大村の歴史の普及や研究のため、大村に関する歴史資料を体系
的に収集し、これを保管・管理する。歴史資料館において収集・
整理した歴史資料を活用し、展示などを通じてその成果を情報発
信する。
　教育普及事業として、市内小中学校で郷土史クラブを実施し
た。また、公民館との連携講座、大村高校家政科と「おおむらか
るた」の実演を行う連携イベントを実施した。
　
　令和４年度歴史資料館入館者数　27,771人
　　・特別展開催　　　　１回
　　・企画展開催　　　　６回

　令和４年度郷土史クラブ参加校・人数
    ・小中学校１０校、１６４人
　講座参加者　５７人
　　・全８回
「おおむらかるた」実演大会参加者　１０１人

　国指定文化財である寿古踊、沖田踊、黒丸踊及びその他の民俗
芸能の保存のため、管理・修理・保存及び公開に対する補助

・寿古踊保存会（保存継承活動）
・沖田踊保存会（保存継承活動）
・黒丸踊保存会（保存継承活動）

　民俗芸能の保存継承のため、保存会へ補助金を交付した。
　新型コロナウイルスのため、例祭での奉納やおおむら秋祭りほ
か各種行事への出演機会が大幅に減っている。

　旧楠本正隆屋敷の維持管理公開のため、屋敷管理、庭園管理、
警備などを委託した。

・入場者数　1,438人

　大村に関する歴史資料を収集・保存するとともに、展示・資料
閲覧・講座などを通じて大村の歴史情報を発信し、地域の歴史の
理解を深めた。

文
化
財
の
保
護
・
活
用
・
継
承

　旧楠本正隆屋敷の維持管理を行い、併せて季節のイベントを行
い集客を図った。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(1)文化活動振興事業

【文化振興課】

(2)市民ギャラリー運営費
補助金

【文化振興課】

(3)子ども芸術文化活動事
業

【文化振興課】

(4)音楽があふれるまちづく
り事業

【文化振興課】

(5)体育文化センター設備
改修事業

【文化振興課】

　文化協会・美術協会・中央商店街・観光コンベンション協会等
が「まちかど市民ギャラリー運営協議会」を立ち上げ、協議会会
則・使用規定に基づき運営管理を行っている。
　運営協議会はギャラリー内に事務所を置き、利用者の展示受
付・企画・広報等の業務を行っており、この運営協議会に対し補
助を行う。

・展示日数　239日
・入場者数　11,428人

　長崎ＯＭＵＲＡ室内合奏団に企画運営を委託し、まちかどコン
サート、市民参加型音楽イベント、オーケストラコンサートなど
を行った。
　また、大村市文化・スポーツ振興財団に企画運営を委託し、Ｏ
ＭＵＲＡブラスプロジェクトとしてＯＭＵＲＡブラスポップス＆
ジャズコンサート、ＯＭＵＲＡブラスプロジェクト、ＯＭＵＲＡ
キッズブラスなどを行った。

　文化協会関係団体、自主事業実施団体等補助金を交付したこと
によって、各団体は大会、展示会や冊子の刊行を行った。
新型コロナウイルスの影響で３団体が行事を中止した。

　市内の様々な地域、様々な世代が音楽に親しむ機会を設けるこ
とができた。

　運営協議会へ運営費を補助することによって、市民が一年を通
じて様々な文化芸術作品を発表、鑑賞できる場として安定的な活
動がなされた。

　文化基金を活用し、文化協会や各種文化団体に対する補助を行
う。

・文化活動振興事業補助金　7件　363,000円

　築20年を経過する体育文化センターの改修を計画的に行ってお
り、令和４年度は、外壁改修工事設計業務の委託を行った。

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

　体育文化センターの設備改修を行い、良好な利用ができる環境
を整えることができた。

　生のオーケストラを聴く機会を設けるため、長崎ＯＭＵＲＡ室
内合奏団のスクールコンサートを実施する。

・小学校5年生対象　参加児童数　1,300人

　子どもたちが生の芸術文化に触れることにより、音楽の楽しさ
を感じ、芸術文化のすばらしさを知ることができた。令和３年度
は学校訪問型で実施した。

芸
術
・
文
化
の
振
興
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(1)成人式開催事業

【社会教育課】

(2)公民館管理運営事業

【社会教育課】

(3)公民館講座開催事業

【社会教育課】

(4)西大村地区公民館管理
運営事業

【社会教育課】

　令和５年１月開催の「二十歳の集い」は、対面方式で、来賓の
削減、手指消毒の徹底など、新型コロナウイルス感染防止対策を
行って開催した。

開催日　 令和5年1月8日（日）
場  所　 大村市体育文化センター
　　　　（シーハットおおむら　メインアリーナ）
対象者　 947人（男性 493人、女性 454人）
参加者　 826人（男性 416人、女性 410人）
参加率　 87.2％
決算額   1,139,054円

　地域ニーズや地域課題に応じた講座を企画実施し、多くの市民
に学習の機会を効果的に提供することができた。

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

生
涯
学
習
の
充
実

主催事業の企画実施(中央・中地区・郡地区公民館)
・中　央　35講座　延べ2,846人
・中地区　19講座　延べ1,340人
・郡地区　15講座  延べ　692人        合計　4,878人

決算額   7,811,150円

指定管理者による管理運営
・会議室の貸出し、定例利用グループによる文化祭（新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の防止のため中止）
利用状況　　1,028件　9,086人
決算額   5,801,122円

　地域住民のふれあいとコミュニティ活動の推進を図る生涯学習
施設として有効に活用されており、地域活性化のために寄与して
いる。

　コロナウイルス対策をしながらの実施となったが、式典対象者
及び次期対象者からなる企画運営委員会が式典の企画・運営をお
こなう等、式典に参画することにより、成人としての責任を自覚
することができた。

会議室等の貸出業務。施設設備の維持管理。
公民館運営審議会の開催（年2回）

利用状況
・中　央　5,030件 　103,246人
・中地区　3,532件　  48,257人
・郡地区　2,204件 　 37,754人　　　　合計　189,257人
決算額   40,234,576円

　地区住民や自主学習グループに、公民館での学習の機会と場の
提供を行うことにより、生涯学習拠点施設としての利用促進を図
ることができた。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(5)子ども科学館運営管理
事業

【社会教育課】

(6)視聴覚ライブラリー管理
運営事業

【社会教育課】

(7)地区住民センター活動
支援事業

【社会教育課】

(8)生涯学習推進事業

【社会教育課】

生
涯
学
習
の
充
実

視聴覚教材及び機材の貸出し及び整備

・利用本数　95本、利用者数　3,244人
・ライブラリーだより発行（毎月）
決算額　462,387円

　生涯学習に関する講演会を開催する。

  令和4年度：講演会未実施

　大村地区と西大村地区のたよりを毎月発行しＨＰでも周知して
いる。各住民センターへは運営委員会に活動支援を委託契約して
おり、住民センターだよりの発行、講座開催、図書貸出などの機
能充実へとつなげている。地域においての情報発信や、学習、交
流の場として活用されている。

　児童の健全な育成に寄与するため、科学に関する様々な教室を
開催し、科学に関する知識の普及及び啓発を図った。
　子ども科学館まつりは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止の措置を講じながら規模を縮小して開催した。

利用実績
・三浦地区　延べ利用者数　5,028人　【活動委託料　51千円】
・鈴田地区　延べ利用者数　4,000人　【活動委託料　51千円】
・萱瀬地区　延べ利用者数　7,220人　【活動委託料　51千円】
・竹松地区　延べ利用者数　7,726人　【活動委託料 101千円】
・福重地区　延べ利用者数　5,434人　【活動委託料　51千円】
・松原地区　延べ利用者数　5,390人　【活動委託料　51千円】
*各地区住民センターだより　毎月発行
決算額　6,653,635円

開館日時　土・日・祝【4～9月:10～18時、10～3月:10～17時】
　　　　　夏休み等の長期休業時【月曜日を除く毎日開館】
開館日数：146日　来場者：3,023人
教室参加者：延べ1,328人（押し花教室・科学工作教室など）

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、出張科学館
は中止した。
決算額　3,523,408円

　視聴覚機材、教材の整備充実を行い利用を促進し、社会教育・
学校教育等の振興を図ることができた。

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

(1)健全育成協議会支援事
業

【社会教育課】

(2)子ども会育成事業

【社会教育課】

(3)巡回補導事業〈再掲〉

【社会教育課】

(4)少年センター管理運営
事業

【社会教育課】

　ココロねっこ運動を推進し、広報活動等を通じて大人の意識を
変え、地域の子どもたちを地域で見守ることができるように地区
健全協活動の支援を行った。
　新型コロナウイルス感染症の感染防止措置を講じながら、「非
行事故防止キャラバン」、「健全育成研究大会」、「ココロねっ
こ運動研修会」、「自転車マナーアップ運動」等を実施した。

・非行事故防止キャラバン　　　 　　 11回　147人参加
・健全育成研究大会　　　　　　　　  110人参加
・ココロねっこ運動研修会　　　　　  107人参加
・自転車マナーアップ運動　　　　　　春、秋 延べ350人参加
・メディア安全指導講習会実施　　　　20回　延べ3,994人参加

決算額　1,596,000円

・電話や来所での青少年の悩みに対し、適切な指導助言を行い、
解決へ導いた。
・有害環境の浄化のため、白ポスト（有害図書等）の回収や立入
調査を伴う社会環境実態調査を実施した。
・相談件数　　　　 15件
・立入調査件数　　134件
・教育の館蔵屋根改修工事費　4,512,200円

決算額　11,678,316円

　相談窓口の相談件数自体は増えていないが、多様化により様々
な悩みの相談があり、その対応として適切な指導ができた。施設
の老朽化により蔵の屋根瓦が落下したため、改修工事を行った。

　市内の青少年関係団体及び関係機関の緊密な連携のもと、青少
年の健全育成を図っている。
　さらに、自転車の無灯火や並列走行、無施錠などが多いので、
自転車のマナーアップ運動の推進を図っている。

　子ども会加入者の減少は全国的な課題であるが、本市も加入者
減少に歯止めはかけられない。ただ、子ども会活動は子どもを家
庭、学校、地域で育てていくためにはたいへん重要な役割を担っ
ている。各種団体と連携を図り、活動を進めていく必要がある。

青
少
年
の
健
全
育
成

　子ども会の活動を助長し、地域との連携を図りながら子ども会
活動への助成を行う。
【加入団体数57単子】
　森園プールでの子ども会研修会、水ロケット大会を実施。壁画
コンクールは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため中止
とした。また、令和５年２月に長崎県子ども会指導者・育成者研
修会が大村市で開催された。
決算額　565,000円

Ｐ６　政策・子育てしやすいまちづくり ― 施策・子育てを支え
る環境の充実、に記載。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(1)図書館管理運営事業

【図書館】

(2)図書等整備事業

【図書館】

(3)ミライｏｎ施設等維持管
理事業

【図書館】

　ミライｏｎ複合施設（県立・市立図書館、市歴史資料館）の施
設・設備等の維持管理を一元的に実施した。

　電気、消防、空調等の各種法定点検、警備、清掃、緑地帯の維
持管理など施設の運営上、重要な業務について、県立職員とも協
議、意見交換しながら、適切に継続実施することができた。コロ
ナウイルス感染症対策の柱となる、「消毒」や「換気対策」は、
清掃業務委託において実施し、換気設備の運転管理は中央監視業
務委託で継続対応した。
　また、令和３年度に引き続き、電気調達を市庁舎ほか市有施設
と統合した方法により実施した結果、電気料金が前年比では増額
となったが、統合前に比べて大幅減額を達成した。

　R4決算額　17,539,944円（R2比　△4,617,889円　約20％減）
　R2決算額　22,157,833円
　※参考：R3決算額　14,169,114円

　台風の影響により１回の臨時休館の措置を講じたが、安定した
図書サービス提供の継続、夏休みの子ども向け講演会、ギャラ
リーや芝生広場等の施設空間を活用したイベントの実施など、適
切な新型コロナウイルス感染対策を講じて開催することができ
た。
　中地区公民館図書室及び郡地区公民館図書室では、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、１回の開館時間短縮の措置を講じ
たが、ボランティアによるおはなし会等のイベントを再開するこ
とができた。

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

ミライｏｎ図書館（本館）の利用状況　（　）内は前年度比
 ・個人貸出冊数　　780,777冊（69,561冊減、約8.2％減）
 ・新規登録者数  　　4,810人（ 1,023人減、約17.5％減）
 ・来館者数　　　　365,798人（ 8,496人減、約2.7％減）
 ・行事等参加者数　　4,075人（ 2,727人減、約40.1％減）

本館、分室、住民センター等の利用状況　（　）内は前年度比
 ・個人貸出冊数　　868,519冊（ 73,682冊減、約7.8％減）
 ・新規登録者数　　　4,912人（  1,076人減、約18.0％減）

図
書
館
の
充
実
と
整
備

図書の整備状況（　）内は前年度比
・令和４年度末蔵書冊数　212,850冊（ 7,040冊増、約3.4％増）
　【増減の内訳】
　購入 　 7,520冊、寄贈受入 772冊、再登録 123冊
　廃棄　△1,375冊

　市民に新しい情報を提供するために、図書等を計画的に購入す
るとともに、図書資料へ装備するＩＣタグの購入・貼付等、図書
資料整備を実施した。
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【基本目標１】　人を育むまち

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

(4)おおむらデジタルライブ
ラリー事業

【図書館】

　図書館利用者の利便性を向上させるため、電子書籍サービスを
整備した。

　県立図書館との共同により、ミライｏｎ図書館の図書館情報シ
ステムを活用し、来館することなく電子書籍コンテンツを閲覧す
ることができる「電子書籍サービス」を整備した。
　併せて、マイ図書館への自動ログイン、利用者バーコードの表
示等が利用できる「ミライｏｎ図書館アプリ」を整備した。

・電子書籍コンテンツ数　1,972点　※県1,378点、市594点

※令和４年度終了事業。令和５年度からは、電子書籍コンテンツ
使用料を図書等整備事業に統合。

文
化
の
振
興
と
生
涯
学
習
の
充
実

図
書
館
の
充
実
と
整
備
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【基本目標２】　健康でいきいき暮らせるまち

(1)体育文化センター運営
管理事業

【文化振興課】

【基本目標３】持続可能な行財政運営と市民協働の推進

(1)公共施設予約システム
管理事業

【文化振興課】

(1)大村市公民館連絡協議
会補助金

【社会教育課】

(2)町内公民館建設費補助
金

【社会教育課】

【令和４年度事業実施分】

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
体

制
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　市民の利便性向上と管理経費の節減を図りながら施設の運営管
理を実施した。

　スポーツ・文化の振興を通じ、市民の活力と潤い、そして交流
の場を創出し、市民の健康づくりと生きがいづくりを図る。施設
の利用受付、貸出、維持管理を行いながら、スポーツ・文化事業
の企画実施により、スポーツ・文化の振興を図る。

・施設利用者　　　 225,545人
・使用料収入　　　  37,835千円
・自主事業参加者 　 11,422人

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

効
率
的
で
開
か
れ
た

行
政
運
営
の
推
進

効
率
的
な
行
政
運
営

の
推
進

　インターネット及び携帯電話を利用して、公共施設の空き状況
の確認や予約ができるシステムの維持管理を実施した。

　公共施設利用者へ時間や場所に縛られないインターネットによ
る予約システムを提供するために、システムの維持管理を行う。

・登録施設　20施設（体育文化センター等）
・利用件数　20,224件

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

　市公民館連絡協議会に補助金を交付することにより、町内公民
館活動の育成・発展を図った。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の措置を講じながら
大会等を開催した。

大村市公民館連絡協議会補助金　2,500千円　町内公民館　126館
　
　5月28日　　　 市公連定期総会　開催　感謝状贈呈  2人
　7月 2日　　   公民館長研修会　54人参加
　10月20～21日　県公民館大会（五島大会）書面開催
　11月26日　    市公民館大会　87人参加
　12月        　先進地視察　中止
　令和4年4月～令和5年3月　各地区研修会
　令和4年4月～令和5年1月　理事会（年4回）
決算額　2,500,000円

　町内公民館の増改築工事に対し、補助対象事業費の1/2以下の補
助を行った。

町内公民館建設費補助金　5件　 補助総額　9,162千円
 ・新築　　1件
　①協和町　　 5,000千円
 
 ・増改築　4件
　②古賀島西　 1,014千円　　③松原浦　　 583千円
　④西部　　   2,282千円　　⑤荒平　　 　283千円
　
決算額　9,162,000円

- 23 -



【基本目標３】持続可能な行財政運営と市民協働の推進

(1)市民憲章推進事業

【社会教育課】

(1)人権教育推進事業

【学校教育課】

政策 施策 具体的事業名
点検・評価のコメント

活動内容等

【令和４年度事業実施分】

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
み
ん
な
で
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り

お
互
い
を
尊
重
し

、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り

市
民
活
動
の
支
援
と
協
働
の
推
進

　市民憲章の推進・啓発のため、市民憲章名称入りプランターに
花苗を植え、主に中央公民館、教育の館、中地区・郡地区公民館
に設置。成人式の際には舞台にプランターを並べ、花を添えると
ともに市民憲章を知ってもらう機会としている。また、5年以上市
民の模範となる活動を行っている個人、団体に対して「小さな親
切運動」功労者表彰を実施している。

　総会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から
時間を短縮して開催した。
・小さな親切運動功労者表彰：団体2組、個人5人
・講演：新幹線開業に向けた大村市の取組
・講師：大村市新幹線まちづくり課

決算額　171,512円

　教職員の人権教育に対する理解を深め、指導力の向上を図るこ
とができた。また、児童の思いやりの心を育むため、講演会、人
権の花運動等を実施した。

人権教育講演会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止及
び講演の視聴時間確保のため、録画配信で開催した。

人権の花運動　　５校で実施

人
権
に
関
す
る
教
育
と
相

談
体
制
の
充
実
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第三期大村市教育振興基本計画（令和２年度～６年度）

平成30年度　84.1%
令和４年度　93.7%【学校教育課】

H30
84.1%
R3

86.1%

　タブレットＰＣを活用しな
がら、調べ学習や表現活動に
主体的に取り組む態度を育成
していく。

小中
90.0％
以上

80.0%

100.0%－

【学校教育課】

　学校・家庭・地域における
様々な関わりの中で、児童生
徒の自己肯定感や自己有用感
が高まるような取組を実践し
ていく。

「自分には良いところがあ
る」と回答した児童生徒の割
合（全国学力・学習状況調
査）

実施なし
いずれも
100以上
（＋）

4

1

小国97.4
小算95.1
中国92.4
中数89.4 小国 99.1　　小算 96.5

中国 98.6　　中数 89.5

実績値
（令和２
年度）

　基準値から比較すると、全
体的に向上しており、引き続
き児童生徒の学力向上に向け
て授業改善に努めていく。

施策 指標
基準値

（平成30
年度） 実績値（令和４年度）

全国学力・学習状況調査平均
正答率の全国比（全国を100
としたときの値）

2 80.0%

80.7%

小５
86.2％
中２

80.5％
小５ 90.1％　　中２ 81.6％

「運動が好き」「どちらかと
いえば好き」と回答した児童
生徒の割合（全国体力・運動
能力、運動習慣等調査）

3

　小中学校ともに８割を超え
ている。引き続き体育の授業
や部活動の充実に努める。

総合的な学習の時間で、自分
で課題を立てて情報を集め整
理して調べたことを発表する
などの学習活動に取り組む児
童生徒の割合（全国学力・学
習状況調査）

【学校教育課】

点検・評価のコメント

100.0%

目標値
（令和６
年度）

小0.76
中3.65

小64.7％
中65.9％

小 67.4％　　中 82.6％

【学校教育課】

【学校教育課】

5

小0.5
中3.0

小 1.46
中 5.91

　不登校の要因が多岐にわた
り、かつ複雑になる傾向にあ
るため、改善が難しいケース
が増えている。

　全国体力・運動能力、運動
習慣等調査から左記質問が削
除されたため,全国学力・学
習状況調査において「朝食を
毎日食べている」と回答した
生徒（中学生）の割合で点
検・評価を実施。今後もあら
ゆる機会を通して食育の大切
さを児童生徒や保護者に周知
啓発していく。

100.0%

小0.88
中4.09

【学校教育課】

　コロナ禍により様々な制限
があったが、外部人材を活用
する機会が増加した。

不登校児童生徒の割合（全児
童生徒比）

【学校教育課】

小 1.44
中 4.74

外部人材を活用した学びの場
を設定している学校の割合

88.4%

実施なし7 90.9%

6

健康でいるために、食事を
しっかり取ることは「大切
だ」と回答した生徒（中学
生）の割合（全国体力・運動
能力、運動習慣等調査）

令和３年度～　「朝食を毎日
食べている」と回答した生徒
（中学生）の割合（全国学
力・学習状況調査）

実施なし

実施なし

実施なし

80.95%

実績値
（令和３
年度）

小国100.6
小算 96.9
中国 94.4
中数 96.2

79.9%

小70.5％
中73.7％

小５
84.8％
中２

83.2％

80.95%
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実績値
（令和２
年度）

施策 指標
基準値

（平成30
年度） 実績値（令和４年度）

点検・評価のコメント 目標値
（令和６
年度）

実績値
（令和３
年度）

　全国学力・学習状況調査か
ら左記質問が削除され、学校
運営に関する諸調査項目「公
立図書館と連携している」と
回答した学校の割合を令和３
年度の実績値として実施した
が、本項目も令和４年度は削
除されたため、実績値なし。

99.0%

　令和元年度及び令和２年度
に、小学校13校及び中学校5
校のトイレ洋式化改修工事を
行い、目標値を達成し、令和
2年度をもって、事業を終了
した。

65.1%（事業終了）

63.0%

97.3%

36.7%

97.5%

65.1%

 各学校で食べ残しを減らす
よう指導しているが、新型コ
ロナウイルス感染症による欠
席者が多数いたこともあり、
基準値を下回った。

182人

85.80%

77人

　各中学校区における小中連
携についてどのような取組が
効果的か検証し、さらに円滑
な推進を目指す。実施なし

8-1 95人

8-2

【こども政策課】

近隣の小学校（中学校）と、
教科の教育課程の接続や、教
科に関する共通の目標設定な
ど、教育課程に関する共通の
取組を行った学校の割合（全
国学力・学習状況調査）

【こども政策課】

【学校教育課】

【教育総務課】

園庭開放参加者数

500人

100.0%

　新型コロナウイルス感染症
が流行する中でも、状況を注
視しながら開催方法等を工夫
して計画どおりに研修会を実
施し、参加者は目標値を達成
した。

　令和４年度末に閉園が決定
していた幼稚園において一部
園庭開放を中止したため、計
２園で１０回園庭開放を実施
した。

学校給食の喫食率　※牛乳は
除く
(提供した給食量－食べ残し
た量)÷提供した給食量×100

【教育総務課(学校給食センター)】

小中学校のトイレ洋式化率

86.3%

11
-1

実績なし

71.4%

98.4%

65.1%
（事業終

了）

252人

500人

70人

250人 250人

9 100.0%

10 18.4%

11
-2

【学校教育課】

博物館や科学館、図書館を利
用した授業を行う学校の割合
（全国学力・学習状況調査）

43.7%

実施なし

大村市教育・保育力向上研修
会参加者数

43人

97.6%
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実績値
（令和２
年度）

施策 指標
基準値

（平成30
年度） 実績値（令和４年度）

点検・評価のコメント 目標値
（令和６
年度）

実績値
（令和３
年度）

　令和４年度は、新型コロナ
ウィルス症感染拡大防止対策
を行いながら講座を開催し
た。

2,500人

1,500人

967人

1,773人

6.85冊

小 7人　中 9人参加

9冊

27人以上
【（小）
各校１人

以上
（中）各
校２人以

上】

　全国学力・学習状況調査か
ら左記質問が削除されたた
め、同調査の「自分にはよい
ところがあると思う」と回答
した児童・生徒の割合で点
検・評価を実施。研修会等の
実施により、個に応じ、個の
よさを発揮させる教育支援の
充実を目指す。

2,095人

 県のコンテストにあわせ対
象を小・中学生として実施し
た。

　台風による臨時休館や新型
コロナウイルス感染症の拡大
による公民館図書室の開館時
間短縮の措置等の影響もあ
り、年間を通じて来館者数が
伸び悩み、貸出冊数も前年度
を下回った。

15
-2

2,380人

　グループ会員の高齢化、固
定化が進み、登録数は年々減
少している。加えて、前年か
ら続く新型コロナウィルス感
染症の感染拡大防止のための
活動制限が影響している。

　新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、講演
会はオンラインにて期間限定
で行った。63.7%

実施なし

H30
84.6%
R3

79.9%

【社会教育課】

公民館講座受講者数

12 84.5%

先生は、あなたのよいところ
を認めてくれていると思うと
回答した児童・生徒の割合
（全国学力・学習状況調査）
令和３年度～　「自分にはよ
いところがあると思う」と回
答した児童・生徒の割合（同
調査）

90.0%

84.70%

90.0%

公立公民館の定例利用グルー
プ登録者数

14 －

【学校教育課】

【学校教育課】

15
-1

1,335人

大村市イングリッシュ・パ
フォーマンスコンテストの参
加者数

13

平成30年度　84.6%
令和４年度　80.7%

15
-3

実施なし

623人

【学校教育課】

人権教育講演会参加者の意識
向上の割合

【図書館】

市民一人当たりの貸出冊数

3.49冊

【社会教育課】

実施なし

6.79冊

72.9%

中学生
10人

714人

1,901人

7.47冊
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実績値
（令和２
年度）

施策 指標
基準値

（平成30
年度） 実績値（令和４年度）

点検・評価のコメント 目標値
（令和６
年度）

実績値
（令和３
年度）

　シーハットの文化事業が前
年度から増加（14→20）した
こと及び著名芸能人による事
業があったため、参加者数が
増加した。

　放課後子ども教室を10箇
所、OMURA未来塾を2箇所で開
設した。

16,000人

13,830人

　新型コロナウイルス感染拡
大防止の措置を講じながら、
可能な範囲で活動を行った。

60件

8,307人

　新型コロナウイルス感染拡
大防止の措置を講じながら、
可能な範囲で各地区・校区健
全協、市健全協行事を実施し
た。

55件

27,771人

280人

1,653人

20
-2

2箇所 6箇所

4箇所

　学校運営協議会設置検討委
員会を３回開催。コミュニ
ティ・スクールへの移行をさ
らに推進していく。

1,110人

20
-1

10箇所

12箇所

15箇所

21 11,884人 13,700人

【学校教育課】

芸術・文化事業への年間参加
者数

【社会教育課】

【文化振興課】

青少年健全育成協議会の主催
行事への年間参加者数

【社会教育課】

19
-1

14,860人

　新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のため、諸団
体からの依頼が少なくなり、
実施回数が減った。

1,700人

実施なし

　新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止のためパレー
ドを中止し、ココロねっこ運
動研修会を実施した。

19
-2

18
-2

350人

865人

6回

17 50件

16

18
-1

28回 40回

7回

　新たな文化財指定はなかっ
た。

　新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止の影響を受
け、入館者数(特に団体)が伸
びなかった。 50,000人―

補導活動への年間延べ参加者
数

【社会教育課】

ココロねっこパレードinおお
むらへの参加者数

864人

55件

1回

【社会教育課】

コミュニティ・スクールの開
設数

歴史資料館入館者数

【文化振興課（歴史資料
館）】

指定文化財の数

【文化振興課】

実施なし

12箇所

放課後子ども教室及びOMURA
未来塾の実施箇所数

【社会教育課】

ながさきファミリープログラ
ム研修の実施回数

2箇所

7,831人2,318人

29,147人

5,258人

2箇所

12箇所

実施なし

5,932人

29,157人

55件
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